
情報科学研究科 

教育目標、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシー 

 

【教育目標】 

 大阪大学の教育目標を受けて、情報科学研究科では、「我々人類が、豊かで充実した社会生活を営む

ためには、高度な情報社会の実現が必要不可欠であり、これを可能にする新しい技術や新しいシステ

ムを生み出し、社会に変革をもたらすための学問が情報科学である」との理念に基づき、情報科学技

術に関する深い学識を身につけ、当該分野を牽引し、新たな学術領域を開拓する技術者、研究者、お

よび、教育者等を輩出することを目標としています。 

情報科学技術分野や数学・生命科学などの関連分野、多様な応用分野において、博士前期課程では、 

○当該分野に関わる広範な教養と高度な専門知識ならびに技能 

○新しいシステムを構想して研究開発できるデザイン力 

○国際的な視野を持って活動できるコミュニケーション力 

○人と協働してプロジェクトを遂行できるマネジメント力 

博士後期課程では、これらに加えて、 

○当該分野において自ら設定した課題を探求できる研究能力 

○世界的な視野で技術者・研究者を先導するリーダーシップ力 

を身につけ、これらを駆使して高い倫理観をもって活躍できる人材の育成に取り組んでいます。 

 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

 大阪大学のディプロマ・ポリシーのもとに、情報科学研究科の博士前期課程では、情報科学の学術

領域を俯瞰し基礎的素養を涵養できる体系的なコースワークにより、以下にあげる要件を満たした学

生に学位を授与します。 

○所定の単位を修得した上で、専攻分野における研究能力や高度の専門性が求められる職業を担う

ための知識を身につけている 

○必要な研究指導を受けて作成・提出された修士学位論文が明瞭かつ平明に記述され、専攻分野の

発展に貢献する研究内容を含んでいて、当該分野に関する十分な学識を有している 

情報科学研究科の博士後期課程では、情報科学の学術領域における高度な専門的知識を最先端の学

識へと深化させる体系的なコースワークにより、以下にあげる要件を満たした学生に学位を授与しま

す。 

○情報科学の学術領域において、未知の事象や事物の発見、新しい理論の構築と展開、新しい技術、

機器、手法、ならびにアルゴリズムの開発や発明と応用、新しい学問的概念の提出など、学理と

その応用に関する重要な貢献を果たしている 

○必要な研究指導を受けて作成・提出された博士学位論文が明瞭かつ平明に記述され、博士学位論

文の学術内容を含む分野に関する十分な全般的知識を有している 

○独立した研究者として研究を遂行できる学力を有し、当該論文の学術内容が社会に対して貢献で

きる 

 



【カリキュラム・ポリシー】 

 大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもとに、情報科学研究科の博士前期課程では、情報科学の学

術領域を俯瞰し基礎的素養を涵養できる体系的なコースワークのために、専攻ごとの専門性を獲得す

るための基礎科目のほかに、周辺の重要分野を網羅した境界横断的な科目を配置しています。また、

分野横断型融合科目や、産業界などの外部から講師を招いて最新の技術動向をカバーする特別講義科

目、国内外の企業や研究機関へのインターンシップ科目、プロジェクト型演習科目など実践力を育て

る科目を配置することによって、高度技術者・研究者としての素養が身に付くとともに、社会の多様

な要請に対応した幅広い知識を修得できます。このような教養・デザイン力・国際性を涵養する情報

科学技術に係わる高度な授業を開講するとともに優れた研究指導を行います。 

情報科学研究科の博士後期課程では、情報科学の学術領域における高度な専門的知識を最先端の学

識へと深化させる体系的なコースワークのために、最先端の科学・技術を修得できる専門科目に加え、

国内外の企業や研究機関等へのインターンシップ科目などを配置し、新しい学術的価値を生み出す能

力を養います。また、それを活用して新しい社会的価値を創出できる人材の育成を行います。このよ

うな教養・デザイン力・国際性を涵養する情報科学技術に係わる高度な授業を開講するとともに優れ

た研究指導を行います。 

単位認定に際しては、レポートや試験などを課し、一定の成績を修めた学生に対して単位を認定し

ます。また、極めて優秀な成績を修めた学生は、教授会での審議によって修業期間を短縮して修了す

ることも可能です。 

 

 

【アドミッション・ポリシー】 

 大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、情報科学研究科の博士前期課程では、国内外を問

わず、より高度な情報社会の実現を可能にする情報科学技術の確立と深化を担う意欲を持った学生を

受け入れます。このため、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医

学などへの応用や展開に興味を持つ人を受け入れます。さらに幅広く人材を求めるために、情報科学

技術以外の分野を学んできた人も受け入れます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を

積極的に受け入れます。これらのために、学力試験、面接試験などによる多様な選抜試験を実施して

います。 

情報科学研究科の博士後期課程では、国内外を問わず、より高度な情報社会の実現のために情報科

学の学術領域にイノベーションを創起する意欲を持った学生を受け入れます。このため、理工系など

の研究科(博士前期課程・修士課程)で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学な

どへの応用や展開に興味を持つ人、既にこれらの研究科を修了し、社会のさまざまな分野で活躍しな

がら、情報科学の学術領域への貢献を強く願っている人を受け入れます。さらに幅広く人材を求める

ために、情報科学以外の研究科等に在籍する人や、社会人で情報科学に関して勉学や研究に取り組む

意欲がある人も受け入れます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を積極的に受け入れ

ます。これらのために、学力試験、面接試験などによる多様な選抜試験を実施しています。 
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